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文
化
庁
文
化
審
議
会
は
、
3
月

19
日
に
開
催
さ
れ
た
同
審
議
会

で
、
重
要
文
化
財
の
「
伊
能
忠
敬

関
係
資
料
」
を
国
宝
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
答

申
し
ま
し
た
。

　

国
宝
と
は
「
国
が
指
定
す
る
重

要
文
化
財
の
う
ち
世
界
文
化
の
見

地
か
ら
価
値
の
高
い
も
の
で
、
た

ぐ
い
な
い
国
民
の
宝
」
と
さ
れ
ま

す
。
美
術
工
芸
品
（
絵
画
・
彫
刻

な
ど
）
は
、
全
国
で
8
6
4
件
が

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
歴
史
資
料
の
分
野
は
こ
れ
ま
で

2
件
の
み
で
、
今
回
の
指
定
に
よ

り
全
国
で
3
件
目
と
な
り
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
香
取
神
宮
所
蔵

「
海か
い

獣じ
ゅ
う

葡ぶ

萄ど
う

鏡き
ょ
う

」
以
来
57
年
ぶ
り

の
国
宝
指
定
で
県
内
4
件
目
と
な

り
、
こ
の
う
ち
2
件
が
香
取
市
に

所
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
官
報
告
示
に
よ
り
、
正

式
に
国
宝
指
定
と
な
り
ま
す
。

 

指
定
資
料
の
内
容

　

資
料
は
、
本
市
を
代
表
す

る
先
覚
者
で
あ
る
伊
能
忠
敬

（
1
7
4
5
〜
1
8
1
8
）
の
事

績
に
関
す
る
一
括
資
料
2
3
4
5

点
で
す
。

▼
地
図
・
絵
図
類
7
8
7
点

彩
色
さ
れ
た
伊
能
図
の
他
、
測
量

成
果
を
図
化
し
た
下し
た

図ず

、
麁あ
ら

絵え

図ず

、
参
考
絵
図
な
ど

▼
文
書
・
記
録
類
5
6
9
点

伊能忠敬関係資料　国宝へ
57年ぶり県内₄件目

県内₄つの国宝のうち
₂つが香取市内に

　今回、国
宝に指定さ
れた伊能忠
敬関係資料
のほか、県
内ではこれ

までに、
◇「海獣葡萄鏡」（写真）

（香取神宮 1953年指定）
◇「観

かん

心
じん

本
ほん

尊
ぞん

抄
しょう

」
◇「立

りっ

正
しょう

安
あん

国
こく

論
ろん

」
（市川市の法華経寺 1952年指定）
が、国宝に指定されています。

測量・地図史に高評価　伊能忠敬記念館所蔵2345点

測
量
日
記
や
忠
敬
の
測
量
開
始
時

の
幕
府
辞
令
な
ど
の
公
文
書

▼
書
状
類
3
9
8
点

直
筆
の
書
状
の
ほ
か
親
族
、
関
係

者
か
ら
の
書
状

▼
典
籍
類
5
2
8
点

忠
敬
が
学
ん
だ
暦
学
書
な
ど

▼
器
具
類
63
点

測
量
や
天
体
観
測
に
用
い
た
器
具

類
　

文
化
庁
は「
我
が
国
の
測
量
史
・

地
図
史
上
に
お
け
る
極
め
て
高
い

学
術
的
価
値
を
有
す
る
と
と
も

に
、
伊
能
忠
敬
の
生
涯
の
事
績
と

そ
の
人
物
像
を
多
面
的
に
伝
え
て

歴
史
上
極
め
て
価
値
が
高
い
」
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

 

伊
能
忠
敬
と
は

　

伊
能
忠
敬
は
、
江
戸
時
代
に
日

本
中
を
測
量
し
、
初
め
て
実
測
に

よ
る
日
本
地
図
を
完
成
さ
せ
た
全

国
的
に
著
名
な
人
物
で
す
。
延
享

2
年
（
1
7
4
5
）
に
山
辺
郡

小こ
 
ぜ
き関
村
（
現
九
十
九
里
町
）
で
生

ま
れ
、
17
歳
で
佐
原
村
の
伊
能
家

の
養
子
と
な
り
、
酒
造
業
の
他
に

も
米
穀
取
り
引
き
な
ど
を
営
み
商

香取
遺産

才
を
発
揮
す
る
一
方
、
村
役
人
と

し
て
村
政
に
も
尽
く
し
ま
し
た
。

　

隠
居
後
、
50
歳
で
江
戸
に
出

て
高
橋
至よ

し

時と
き

に
師
事
し
、
西
洋

天
文
学
や
暦
学
を
学
び
ま
し
た
。

55
歳
の
寛
政
12
年
（
1
8
0
0
）

か
ら
測
量
を
開
始
し
、
文
化
13

年
（
1
8
1
6
）
ま
で
10
次
に
わ

た
っ
て
全
国
を
測
量
し
ま
し
た
。

地
図
は
忠
敬
の
没
後
、
文
政
4
年

（
1
8
2
1
）
に
完
成
し
、
い
わ

ゆ
る
「
大
日
本
沿
海
與よ

地ち

全
図
」

な
ど
が
幕
府
へ
上
呈
さ
れ
ま
し

た
。

 

指
定
ま
で
の
経
緯

　
「
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
」
は
、

昭
和
24
年
に
重
要
美
術
品
の
認
定

を
受
け
た
後
、
昭
和
32
年
2
月
19

日
付
け
で
「
伊
能
忠
敬
遺
書
並
遺

品
」
と
し
て
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
伊
能

家
か
ら
本
市
へ
数
度
に
わ
た
り
資

料
が
寄
贈
さ
れ
、
平
成
21
年
7
月

に
は
「
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
」
と

し
て
追
加
指
定
お
よ
び
員
数
表

記
・
名
称
変
更
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
、
よ
り
一
層
の

資
料
保
存
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
開
な
ど
を
通
じ
て
伊
能
忠
敬
の

偉
業
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

伊
能
忠
敬
記
念
館
☎

（54）
1
1
1
8

東京国立博物館で
一般公開

　資料の一部は、₄月27日㈫

から₅月₉日㈰まで、東京国

立博物館で「特集陳列　平成

22年新指定国宝・重要文化財」

として一般公開されます。

問い合わせ

東京国立博物館

� ☎03（5777）8600

₁

₃

₂

₄

写真　₁伊能図（中図）　　₂琵琶湖図　　₃象限儀（中）　　₄測量辞令

元気と笑顔があふれるまち
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▼
澁
谷
武
男（
健
康
づ
く
り
課
長
）

▼
坂
本
弘
（
農
政
課
長
）

▼
安
部
正
（
商
工
観
光
課
長
）

▼
五
喜
田
博
之（
都
市
計
画
課
長
）

▼
高
橋
克
巳
（
建
設
課
長
）

▼
實
川
常
博（
建
設
課
副
参
事
）

▼
木
内
保
（
水
道
課
長
）

▼
佐
藤
欽
司（
水
道
課
副
参
事
）

▼
阿
蒜
久
仁
夫
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
）

▼
日
下
部
孝
一
（
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
所
長
）

小
見
川
区
事
務
所

▼
黒
田
芳
男
（
区
事
務
所
長
兼

自
治
振
興
課
長
）

▼
高
木
秀
雄
（
市
民
課
長
）

山
田
区
事
務
所

▼
玉
造
和
男
（
区
事
務
所
長
兼

自
治
振
興
課
長
）

▼
鵜
澤
清
明
（
市
民
課
長
）

▼
高
橋
秀
夫（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

栗
源
区
事
務
所

▼
石
田
清
隆
（
区
事
務
所
長
兼

自
治
振
興
課
長
）

▼
大
谷
恵
造
（
市
民
課
長
）

▼
江
波
戸
博（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

■
派
遣

▼
篠
塚
純
夫
（
香
取
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
事
務
局
長
）

▼
大
友
俊
郎
（
香
取
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
事
務
局
次
長
）

人
事
異
動

　

4
月
1
日
付
け
で
異
動
し

た
、
課
長
級
以
上
の
職
員
配
置

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

職
員
課　
　
　

☎
（50）
1
2
4
0

■
部
長
級 

▼
伊
藤
敏
昭
（
市
民
環
境
部
長

兼
佐
原
区
事
務
所
長
）

▼
香
取
正
人
（
経
済
部
長
）

▼
竹
本
隆
之
（
建
設
部
参
事
）

▼
郡
増
美
（
上
下
水
道
部
長
）

▼
篠
塚
正
勝（
議
会
事
務
局
長
）

■
課
長
級

▼
瀬
宮
洋
嘉
（
総
務
課
長
）

▼
吉
田
玄
（
総
務
課
副
参
事
）

▼
寺
島
雄
一
（
職
員
課
長
）

▼
伊
藤
早
苗（
秘
書
広
報
課
長
）

▼
石
川
一
美（
企
画
政
策
課
長
）

▼
林
高
志（
行
財
政
改
革
推
進
室
長
）

▼
伊
藤
勝
重
（
財
政
課
長
）

▼
宮
崎
誠
悦（
環
境
安
全
課
長
）

▼
諏
訪
初
江
（
市
民
課
長
）

▼
安
藤
清（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
所
長
）

▼
竹
蓋
弘
子（
介
護
福
祉
課
長
）

▼
尾
形
志
げ
子（
子
育
て
支
援
課
長
）

　

市
で
は
、
職
員
の
広
い
視
野

と
豊
か
な
発
想
力
の
醸
成
や
、

組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

人
材
交
流
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

職
員
課 

☎
（50）
1
2
4
0

市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
に

人
材
交
流

■
研
修
派
遣

農
林
水
産
省
生
産
局
…
…
1
人

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
1
人

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

 

…
…
…
1
人

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
1
人

千
葉
県
市
町
村
課
…
…
…
1
人

千
葉
県
道
路
整
備
課
…
…
1
人

成
田
空
港
…
…
…
…
…
…
2
人

■
他
団
体
か
ら
の
受
け
入
れ

国
土
交
通
省
…
…
…
…
…
1
人

千
葉
県
…
…
…
…
…
…
…
2
人

千
葉
県
警
察
本
部
…
…
…
1
人

千
葉
県
教
育
委
員
会
…
…
12
人

　

香
取
市
長
選
挙
・
香
取
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
が
、
4
月
25

日
㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
私
た
ち
が
住

む
香
取
市
を
、
未
来
に
向
け
て

運
営
し
て
い
く
に
ふ
さ
わ
し
い

人
を
選
ぶ
も
の
で
す
。 

棄
権

す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

投
票
日
時
・
場
所

■
投
票
日
時

　

4
月
25
日
㈰　

7
時
〜
20
時

■
投
票
場
所

　

投
票
日
当
日
は
、
あ
ら
か
じ

め
定
め
ら
れ
た
投
票
所
以
外
で

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
に
行
く
際
に
は
、
入
場

整
理
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
所

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

　

平
成
2
年
4
月
26
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
22
年
1

月
17
日
ま
で
に
香
取
市
で
住
民

票
が
作
成
（
転
入
届
の
日
）
さ

れ
、
引
き
続
き
3
カ
月
以
上
居

住
し
て
い
る
人
が
投
票
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
市

外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
整
理
券

　

圧
着
式
の
封
書
1
枚
に
つ

き
、
6
人
分
ま
で
の
入
場
整
理

券
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
投

票
所
へ
は
、
自
分
の
分
だ
け
を

切
り
離
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

入
場
整
理
券
は
、
4
月
18

日
㈰
に
郵
送
し
ま
す
。
地
域
に

よ
っ
て
は
、
届
く
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
、
届
か
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
受

付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

市
内
で
住
所
を
変
え
た
ら

　

平
成
22
年
3
月
19
日
以
降

に
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
人

（
転
居
）
は
、
そ
れ
ま
で
住
ん

で
い
た
住
所
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
前

住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票

■
郵
便
で
行
う
場
合

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

て
、
障
害
の
内
容
が
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
や
、
介
護

保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
要
介

護
5
で
あ
る
場
合
な
ど
で
、
投

票
所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
郵
送
に
よ
り
自
宅
で
投

票
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
し
、

登
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
早
め
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
病
院
な
ど
で
行
う
場
合

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人

は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
な
ど
は
、
各
施
設
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　投票日当日、仕事やレジャーなどで
投票に行けない人は、期日前投票がで
きます。お住まいの地区にかかわらず、
どの期日前投票所でも投票ができます
ので、ご利用ください。
　なお、市役所の期日前投票所の場所
が、1階談話室（正面玄関を入って左
のエレベーターの裏）となります。場
所がわからない時は、案内係におたず
ねください。
■日時
　₄月19日㈪～24日㈯
　₈時30分～20時
■場所
　市役所1階談話室
　小見川区事務所1階情報センター
　山田区事務所1階市民ギャラリー
　栗源区事務所1階101会議室
問い合わせ
香取市選挙管理委員会　☎(50)1227

選挙に行けない場合は

期日前投票へ
行こう！ あ

な
た
の
投
票
が

　

香
取
市
第
2
章
を
決
め
る

4
月
25
日
㈰
は
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
日

開
票

　

開
票
は
即
日
開
票
で
す
。
投

票
終
了
後
、
21
時
30
分
か
ら

佐
原
中
学
校
体
育
館
で
行
い
ま

す
。

　

参
観
人
は
、
市
役
所
駐
車
場

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
佐
原

中
学
校
敷
地
内
へ
の
駐
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
変
更

■
第
36
投
票
区
の
投
票
所

﹇
東
谷
、
虫
幡
（
清
水
第
1
を

除
く
）、
木
内
﹈

　

耐
震
補
強
工
事
が
終
了
し
た

た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
小

見
川
西
小
学
校
体
育
館
」
で
投

票
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
第
42
投
票
区
の
投
票
所

﹇
三
ノ
分
目
（
新
田
を
除
く
）、

富
田
（
新
田
を
除
く
）、
増
田
﹈

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、「
小
見

川
北
小
学
校
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
」
で
投
票
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

香
取
市
選
挙
管
理
委
員
会

 

☎
（50）
1
2
2
7

Ｊ
Ｒ
小
見
川
駅
前
公
共
ト
イ
レ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

機
械
設
備
な
ど
の
劣
化
や
詰
ま
り
な
ど
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
千
葉
県
の
観
光
地
魅
力
ア
ッ

プ
緊
急
整
備
事
業
補
助
金
と
国
の
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
小
見
川
駅

前
公
共
ト
イ
レ
を
改
修
し
ま
し
た
。

　

改
修
に
よ
り
、
女
子
ト
イ
レ
の
増
設
や
、
多
機
能

ト
イ
レ
に
乳
幼
児
用
ベ
ッ
ド
を
配
置
す
る
な
ど
、
利

便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
安
全
課 

☎
（50）
1
2
4
8

▲佐原中学校体育館
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【行政情報】

　

市
で
は
、
自
ら
の
住
宅
用
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
、
必
ず
工
事
を
始
め

る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
地
域

　

下
水
道
認
可
区
域
以
外
、
農

業
集
落
排
水
処
理
区
域
外
に
な

り
ま
す
。

区　　分 人槽 補助金額

新　

設

高
度
型

5人槽 444,000円
7人槽 486,000円

10人槽 576,000円

（
家
屋
の
建
替
え
に
伴
う
転
換
を
除
く
）

転　

換

単
独
槽
か
ら
転
換

通
常
型

5人槽 512,000円
7人槽 594,000円

10人槽 728,000円

高
度
型

5人槽 624,000円
7人槽 666,000円

10人槽 756,000円

く
み
取
り
か
ら
転
換

通
常
型

5人槽 432,000円
7人槽 514,000円

10人槽 648,000円

高
度
型

5人槽 544,000円
7人槽 586,000円

10人槽 676,000円

■補助金額

　「高度型」とは、窒素やりん除去能力を有
する合併処理浄化槽です。
(地域の制限あり）

　

下
水
道
認
可
区
域
内
で
も
、

下
水
道
の
整
備
が
7
年
以
上
見

込
ま
れ
な
い
地
域
は
補
助
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
な
ど
を
賃
貸
借

し
て
い
る
人
に
は
、
補
助
金
の

交
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課　
　

☎
（54）
3
5
2
1

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に

補
助
金
を
交
付

　

千
葉
県
で
は
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
（
市
民
活
動
団
体
）、
行
政

な
ど
が
連
携
し
て
地
域
課
題

（
テ
ー
マ
：
多
様
な
主
体
と
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ

く
り
）
の
解
決
に
向
け
て
取
り

組
む
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
活
動
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

※
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は
、

「
出
会
い
の
場
」「
活
動
の
基
盤
、

舞
台
」
の
意
味

■
対
象
活
動

▼
市
内
で
実
施
す
る
活
動
。
市

民
・
市
内
活
動
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
他
地
域
で
香
取
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
活
動
。

▼
広
く
市
民
に
活
動
を
周
知
し

た
り
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
場

を
設
け
た
り
、
市
民
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

活
動
。

▼
都
市
と
農
村
の
交
流
、
自
然

環
境
で
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
創

出
、
歴
史
的
町
並
み
を
活
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
、
農
産
物
を
活
用

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
、「
多
様
な
主
体
の
連
携
・

協
働
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

〜
み
ん
な
で
つ
く
る
香
取　

と

き
め
き
・
ふ
れ
あ
い
の
旅
〜
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
。

■
実
施
期
間

　

6
月
〜
平
成
23
年
2
月
28
日
㈪

■
助
成
金
額

　

1
団
体
あ
た
り
上
限
40
万
円

で
10
団
体
程
度
に
助
成

■
応
募
資
格

　

構
成
員
の
過
半
数
が
、
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る

5
人
以
上
の
非
営
利
団
体
（
実

行
委
員
会
を
含
む
）
で
、
規
約
、

会
則
な
ど
が
あ
る
団
体
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
提
案
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
市
民
活
動
推
進
課
へ
提
出
。

■
応
募
締
切

　

5
月
7
日
㈮

　

キ
ッ
ク
オ
フ

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

事
業
開
始
に
あ
た
り
、
事
業

内
容
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
キ
ッ
ク
オ
フ

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
説
明
会
な
ど
）

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

4
月
24
日
㈯　

19
時

〜
21
時

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館

■
内
容　

講
演
…
観
光
ま
ち
づ

く
り
で
地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
期
待
す
る
こ

と
、
平
成
21
年
度
活
動
団
体
発

表
、
事
業
説
明
、
応
募
相
談
会

■
定
員　

1
2
0
人
（
当
日
先

着
順
）

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

 

☎
（50）
1
2
6
1

県
県
民
活
動
・
文
化
課

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
4
1
6
6

み
ん
な
で
つ
く
る
香
取

活
動
団
体
を
募
集

地
域
活
性
化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
に
貢

献
し
た
い
」「
香
取
市
を
応
援

し
た
い
」
と
い
う
想
い
を
、
寄

附
を
通
じ
て
実
現
で
き
る
「
ふ

る
さ
と
香
取
応
援
寄
附
金
」
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
皆
さ
ん
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ

と
香
取
応
援
寄
附
金
」
の
寄
附

件
数
は
18
件（
う
ち
市
外
3
件
）

で
、
合
計
金
額
は
2
5
3
万
円

で
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

寄
附
金
は
、
平
成
22
年
度
事

業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
別
表
参
照
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、

5
0
0
0
円
か
ら
寄
附
す
る
こ

と
が
で
き
、寄
附
金
の
使
途
は
、

寄
附
者
が
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
や
住
民
税
の

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
軽
減
額
は
個
人
の
所
得
、
寄

多
大
な
る
ご
寄
附

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふるさと
納 税

■にぎわいのまちづくり創造事業…………� 50,000円

▼歴史的街並みなどの保存と活用

▼安全・安心なまちづくりの推進
■子育てのまちづくり創造事業……………�440,000円

▼学校教育環境の整備 ▼子育てへの経済的支援

▼生涯学習・スポーツ活動施設の充実
■健康・長寿なまちづくり推進事業……�2,040,000円

▼高齢者福祉の充実 ▼認知症支援 ▼障害者福祉の充実

　

市
に
は
、
家

庭
で
飼
わ
れ
て

い
る
犬
や
猫
に

関
す
る
苦
情
や
相
談
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
動
物
を
飼
う
人

は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
正

し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、

犬
を
制
止
で
き
る
人
が
引
き
綱

を
短
く
持
っ
て
散
歩
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
散
歩
中
に
し
た
犬
の

フ
ン
は
、
袋
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど

で
回
収
し
、
飼
い
主
が
責
任
を

も
っ
て
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

▼
犬
は
生
涯
に
一
度
の
登
録

と
、
毎
年
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
毎
年
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。
猫
に
よ
る
他
人
へ
の
迷
惑

を
防
止
で
き
、
ま
た
、
病
気
や

交
通
事
故
な
ど
の
危
険
か
ら
猫

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
不
幸
な
動
物
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
、
飼
い
主
が
わ
か
ら
な

い
動
物
へ
は
、
む
や
み
に
エ
サ

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ

環
境
安
全
課　

☎
（50）
1
2
4
8

「
マ
ナ
ー
」守
っ
て
い
ま
す
か
？

飼い主の
皆さん

フ
ン
は
責
任
を
も
っ
て
必
ず
持
ち
帰
ろ
う

平成22年度に活用する事業

光　

現
代
社
会
で
の
情
報
通
信
基

盤
の
ひ
と
つ
で
あ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

は
、
香
取
市
発
足
後
か
ら
そ
の

地
域
間
格
差
が
問
題
と
な
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
か
ら

多
く
の
要
望
が
市
に
寄
せ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
早
期
改
善
す
る
よ

う
通
信
事
業
者
に
対
し
て
度
々

働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
市
域
が
広
く
採
算
上
の
理

由
に
よ
り
、
通
信
事
業
者
に
よ

る
環
境
の
改
善
は
進
み
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
地

域
間
に
お
け
る
情
報
通
信
基
盤

の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
市

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
回

線
未
整
備
地
域
の
幹
線
部
分
を

国
の
補
助
金
や
合
併
特
例
債
な

ど
を
活
用
し
て
整
備
し
、
光
回

線
を
通
信
事
業
者
へ
貸
し
出
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
市
内
全
域
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
実
現
で
き
る
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
該
当
地
域
で
は
、
幹

線
経
路
の
電
柱
調
査
や
、
光
回

線
の
敷
設
が
予
定
さ
れ
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
期

　

平
成
23
年
夏
前
（
予
定
）

■
光
回
線
幹
線
整
備
委
託
先

　

東
日
本
電
信
電
話
㈱
千
葉
支
店

問
い
合
わ
せ

総
務
課 

☎
（50）
1
2
0
2

光

附
金
額
に
よ
り
変
動
）

　

今
後
も
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援

と
、「
元
気
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
づ
く
り
へ
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課　

☎
（50）
1
2
0
6

光

　子どもたちの学校生活がスタートしました。市で
は、交通安全をはじめ、子どもたちの安全を守るた
め次の事業を行っています。

■こども110番の家…………………………
　子どもたちが、登下校や地域での生活
で、不審者につきまとわれるなど危険な目
に遭ったとき、一時的に保護をしていただ
くものです。申し込みは、地域の学校、学
校教育課へご連絡ください。
　子どもたちの目印となる看板や具体的な
活動内容などを説明したリーフレットを配
布します。（詳細は市ホームページに掲載）

■防災無線による呼びかけ…………………………
　子どもたちに、誘拐やつきまとい、交通事故など
に気をつけるよう、帰宅を促す放送を実施します。
ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

■防犯ブザーの配布…………………………………
　毎年、小学校新入学生に防犯ブザーを無償配布し
ています。周囲でブザーの音が鳴ったら、状況を確
かめていただき、警察などに通報をお願いします。
■その他	……………………………………………
　防犯ボランティアの募集や、不審者情報のメール
発信を行っています。
問い合わせ　学校教育課　☎(50)1239

子どもたちの
安全を守るために

放送日時
毎週水曜日の14時ころ
₇月21日～₈月31日
平成23年₃月25日～₄月₄日
毎日17時ころ
11月₁日～平成23年₁月31日

（₁月₁日〜₃日を除く）
毎日16時ころ

防
災
無
線
の
放
送
日
時

時 期
平 常

長期休業
（春・夏）

冬 季

auひかりone-T　サービス区域の皆さんへ
　小見川区の西地区や山田区の八都地区の一
部に導入されている光回線サービス、ａｕひか
りone‐T（旧TEPCOひかり）は、平成23年
₉月でサービス提供が停止することが決定し
ています。なお、当該地域も新規光回線整備
の対象となります。

光

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

���

回
線
を
整
備

� 広報 2010年（平成22年）4月15日



広報 �2010年（平成22年）4月15日 【まちかど通信】

香
取
市
に
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
こ
こ

で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ
ト

な
ま
ち
の
話
題
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

地域の安全のために活用
　地域の安全を守るため、
消防団長から、消防ポンプ
自動車₁台が下川岸消防団
へ、小型動力ポンプ積載車
₃台が下飯田、高野・川上、
仁良の消防団へ引き渡され
ました。引き渡された消防
車両は、地域住民を火災や
災害などから守るため、身
近な緊急車両として最前線
で活躍します。

₃月25日栗っ子クッキング
　小学4年生から₆年生を
対象とした「栗っ子クッキ
ング」が、栗源保健センター
で行われました。春休みに
合わせ、自宅でも簡単に
作れるようにと、炊飯器を
使った春キャベツのスープ
煮や春らしいイチゴのどら
焼きを作りました。友人と
協力しての調理は、春休み
の思い出となりました。

₃月21日春風を感じて香取を走る
　水郷の景勝を楽しみなが
ら利根川サイクリングロー
ドを自転車で走る「駅から
サイクリング」が、香取駅
をスタートに開催されまし
た。参加者と自転車を乗せ
た臨時列車が駅に到着する
と、東関戸連中による佐原
囃子の演奏で参加者をもて
なし、香取の伝統文化など
をＰＲしました。

オ
ー
プ
ン
！
水
の
郷
さ
わ
ら

道
の
駅
・
川
の
駅　

水
の
郷
さ
わ
ら
誕
生

　

道
の
駅
・
川
の
駅
﹁
水
の
郷

さ
わ
ら
﹂
が
、
3
月
27
日
に
大

勢
の
来
場
者
を
迎
え
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
数
の
来
賓
を
招

き
開
所
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、

佐
原
小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛

演
奏
や
宇
井
市
長
を
始
め
関
係

者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
佐

原
の
大
祭
の
4
町
に
よ
る
山

車
の
曳
き
廻
し
や
総
踊
り
な
ど
、

盛
大
な
催
し
で
﹁
水
の
郷
さ
わ

ら
﹂
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し

た
。

　

施
設
内
は
、
こ
の
日
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
来
場
者
で
あ
ふ

れ
、
地
元
産
の
新
鮮
な
無
農
薬

野
菜
や
特
産
品
な
ど
を
買
い
求

め
る
人
で
賑
わ
い
、
入
館
規
制

さ
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
水
辺
を
活
用
し
た

憩
い
の
場
所
と
し
て
来
訪
者
を

引
き
つ
け
、
地
域
に
欠
か
せ
な

い
交
流
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
く
こ
と
と
、
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

₃月14日活動の事跡を後世に
　昨年の₃月に解散した佐
原連合婦人会の、これまで
の50有余年の活動の事跡を
後世に伝えるため、記念碑

「飛躍」を建立し、その除
幕式が行われました。
　記念碑は、佐原第一公民
館内に設置され、香取市の
女性の活躍を見守りつづけ
ます。

▲多くの人で賑わう道の駅店内

▲オープンを祝い₄町合同による総踊りを披露 ▲舟運体験を楽しむ参加者
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47
都
道
府
県
・
地
野
菜
／
伝
統
野
菜
百
科

成
瀬
宇
平
・
堀
知
佐
子
／
共
著

　

日
本
各
地
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
地
野
菜
・
伝

統
野
菜
に
つ
い
て
、
ル
ー
ツ
、
特
色
か
ら
そ
れ
を
用
い

た
料
理
ま
で
を
、

都
道
府
県
ご
と
に

解
説
。
地
産
地
消
・

食
育
の
観
点
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
地

野
菜
・
伝
統
野
菜

の
全
貌
が
わ
か
る

ユ
ニ
ー
ク
な
百
科
。　
　
　
　
　
　
︵
丸
善
株
式
会
社
︶

中
学
生
が
考
え
る

　

私
た
ち
の
ケ
ー
タ
イ
、
ネ
ッ
ト
と
の
つ
き
あ
い
方

大
山
圭
湖
／
著

　

ケ
ー
タ
イ
や
ネ

ッ
ト
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
の
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
・
困
難
・

症
例
を
示
す
と
と

も
に
、
自
ら
問
題

を
解
決
し
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
た
く
ま
し
い
力
を
報
告
す
る
。
巻
末
に

﹁
中
学
生
の
中
学
生
に
よ
る
中
学
生
の
た
め
の
携
帯
ネ

ッ
ト
入
門
﹂
を
収
録
。　
　
　
　
　
　
︵
清
流
出
版
︶

と
ん　

こ
と
り　
　
　

筒
井
頼
子
／
作
・
林
明
子
／
絵

　

引
っ
越
し
て
き
た
ば
か

り
で
遊
び
相
手
が
い
な
い

か
な
え
。
す
る
と
玄
関
の

方
か
ら
﹁
と
ん　

こ
と
り
﹂

の
音
。
行
っ
て
み
る
と
誰

も
い
な
い
。
で
も
郵
便
受

け
の
下
に
す
み
れ
の
花
束

が
⋮
。
新
し
い
友
達
が
で

き
た
喜
び
が
ほ
の
ぼ
の
と

描
か
れ
て
い
る
絵
本
。

　皆さんに読んでほし
い小説やエッセイ、旅
行記や絵本など、バラ
エティーに富んだ本を
紹介します。

今月のおすすめ

佐
原
グ
ル
メ
祭
り

べ
て
学
ぶ
地
産
地
消

食

　

お
い
し
く
食
べ
て
楽
し
く

食
育
や
地
元
の
食
文
化
を
学

ぶ
た
め
、﹁
佐
原
グ
ル
メ
祭

り
﹂
が
、
3
月
14
日
に
ロ
テ

ス
リ
ー
吉
庭
と
東
京
電
力
佐

原
営
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
を
対
象
と
し
た
地
産

地
消
の
食
育
講
演
会
で
は
、

講
師
の
服は
っ

部と
り

幸ゆ
き

應お

先
生
か
ら

﹁
3
歳
か
ら
8
歳
ま
で
の
家

庭
で
の
教
育
﹂の
大
切
さ
や
、

千
葉
県
の
自
給
率
の
低
さ
が

説
明
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
元
産
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
も

行
わ
れ
、
出
場
者
7
人
の
中

か
ら
、
佐
原
の
山
車
の
ハ
ン

マ
︵
車
輪
︶
を
モ
チ
ー
フ
に

佐
原
の
大
祭
の
﹁
粋
﹂
を
表

現
し
た
、渡
辺
正
利
さ
ん︵
虫

幡
︶
の
料
理
が
、
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲ベーカリーシェフを招いて親子でパン作り

▲

観客が見守る中アイデア
　料理を競う出場者

▲最優秀賞に輝いた
「佐原の山車のパイ包み」

全
国
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

の
見
え
る
流
通
を

顔

届
け
る
た
め
に
、
生
活
協
同
組
合
へ

の
供
給
を
開
始
し
ま
し
た
。
設
立
当

初
か
ら
食
の
安
全
と
環
境
に
こ
だ
わ

り
、
つ
く
る
側
と
食
べ
る
側
の
顔
が

見
え
る
信
頼
関
係
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
1
4
7
人
の
組
織
と
な

り
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同
組
合

連
合
会
な
ど
へ
、
農
産
物
44
品
目

︵
80
種
類
︶
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

組
織
全
体
で
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料

栽
培
を
実
践
し
、
青
果
の
残
さ
と
家

畜
の
ふ
ん
尿
を
組
み
合
わ
せ
た
、
た

い
肥
を
製
造
し
生
産
者
へ
供
給
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
で
千
葉
県

が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
の

は
3
年
連
続
5
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
農
事
組
合
法
人
佐
原
農

産
物
供
給
セ
ン
タ
ー
︵
九
美
上
︶
が
、

3
月
17
日
に
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

佐
原
農
産
物
供
給
セ
ン
タ
ー
は
、

1
9
8
1
年
に
農
業
青
年
6
人
で

設
立
し
、
消
費
者
へ
直
接
農
産
物
を

▲「子どものころの食の教育が大切」と熱弁

優勝！小見川高校
全国高等学校選抜ボート大会初

　全国高等学校選抜ボート大会が、₃月20日に静岡県天竜
ボート場で開催され、関東地区代表の小見川高校が男子舵手
つきクオドルプルの種目で、国体₆連覇中の関西高校（岡山
県）を破り、見事全国一の栄冠を勝ち取りました。魚

うお

地
ち

監督
は「インターハイ、国体で₃冠を目指します」と力強く語り
ました。
　また、香取市出身者で大会に臨んだ銚子商業高校が男子ダ
ブルスカルで第₂位の好成績を収めました。

▲初優勝を果たした小見川高校ボート部

▲会場は多くの人で大賑わい
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■
職
種　

看
護
師
・
准
看
護
師

■
資
格　

免
許
所
有
者

■
募
集
数　

2
人

■
業
務
内
容　

透
析
業
務

■
賃
金　

時
給
1
2
0
0
円

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接

■
任
用
予
定　

6
月
1
日
㈫

応
5
月
17
日
㈪
ま
で
に
履
歴

書
、
免
許
証
の
写
し
を
小
見
川

総
合
病
院
総
務
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送 

☎
（82）
3
1
6
1

HPh
ttp://w

w
w

.h
ospital.

om
igaw

a.chiba.jp/

■
対
象　

利
根
川
、横
利
根
川
、

常
陸
利
根
川
付
近
に
在
住
の
20

歳
以
上
の
人

■
期
間　

7
月
1
日
㈭
〜
平
成

24
年
6
月
30
日
㈯

■
応
募
方
法　

5
月
10
日
㈪

（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職

業
・
所
属
す
る
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
）が
あ
れ
ば
そ
の
団
体
名
・

こ
れ
ま
で
地
域
に
密
着
し
た
活

動
へ
参
加
し
た
経
験
・
応
募
理

由
・
利
根
川
の
感
想
・
過
去
の

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有

無
を
記
入
し
、
国
土
交
通
省
利

根
川
下
流
河
川
事
務
所
佐
原
出

張
所
〒
2
8
7
‐
0
0
0
1

佐
原
ロ
2
0
9
7
‐
8
、
国

土
交
通
省
利
根
川
下
流
河

川
事
務
所
小
見
川
出
張
所

〒
2
8
9
‐
0
3
1
3
小
見
川

4
8
8
4
‐
8
、
霞
ヶ
浦
河
川

事
務
所
〒
3
1
1
‐
2
4
2
4

茨
城
県
潮
来
市
潮
来
3
5
1
0

へ
送
付
。
選
考
結
果
は
6
月
中

旬
に
送
付

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
国
土
交
通
省
佐
原
出
張

所
、
道
路
河
川
管
理
課
で
配
布

の
公
募
要
綱
参
照

HPhttp://www.ktr.m
lit.go.jp/

tonege/

問
国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河

川
事
務
所
佐
原
出
張
所

☎
（52）
3
7
9
5

 

（55）
1
2
7
9

小
見
川
出
張
所
☎

（82）
2
6
2
9

 
 

（82）
4
1
5
4

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所

 

☎
0
2
9
9

（63）
2
4
1
9

 
 

0
2
9
9

（63）
2
4
3
0

■
日
時　

7
月
28
日
㈬　

14
時

〜
16
時

■
場
所　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展

示
場
展
示
ホ
ー
ル
4

■
願
書
配
布
・
受
付
場
所　

香

取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
願
書
受
付　

5
月
25
日
㈫
〜

27
日
㈭

問
香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
福
祉
課
☎

（52）
9
1
6
1

　

中
小
企
業
金
融
円
滑
法
が
施

行
さ
れ
、
給
与
所
得
の
減
少
な

ど
に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済

で
困
っ
て
い
る
、
ま
た
は
売
上

低
迷
な
ど
に
よ
り
資
金
繰
り
に

困
っ
て
い
る
中
小
企
業
事
業
主

を
対
象
に
借
入
れ
の
条
件
変
更

が
行
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

金
融
機
関
は
、
貸
付
条
件
の

変
更
な
ど
の
履
歴
が
あ
る
こ
と

の
み
を
理
由
に
新
規
融
資
を

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

暮
ら
し
の

情
報

2010.April

お
断
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
利
用
の
金
融
機
関
の
相

談
窓
口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所
理

財
課

☎
0
4
3
（
2
5
1
）
7
2
1
4

　

旭
中
央
病
院
救
急
外
来
で

は
、
小
児
救
急
患
者
の
激
増
で

小
児
科
医
の
負
担
が
過
重
と

な
っ
て
い
ま
す
。
小
児
科
医
負

担
軽
減
の
た
め
、
現
在
、
0
時

か
ら
8
時
30
分
の
時
間
帯
は
、

一
般
当
直
医
が
小
児
の
初
期
診

断
に
当
り
、
必
要
に
応
じ
て
小

児
科
医
が
支
援
す
る
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問
国
保
旭
中
央
病
院

 

☎
0
4
7
9

（63）
8
1
1
1

　

日
常
生
活
で
の
転
倒
を
予
防

募集

お知らせ

講座
教室

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

旭
中
央
病
院

診
療
体
制
の
変
更

健
康
・
長
寿
の
た
め
の

シ
ニ
ア
教
室

国
保
小
見
川
総
合

病
院
職
員

調
理
師
試
験

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
や
資
金

繰
り
で
お
困
り
の
人
へ

す
る
た
め
、
軽
運
動
の
普
及
を

目
指
し
、
専
門
家
の
指
導
に
よ

る
「
健
康
・
長
寿
の
た
め
の
シ

ニ
ア
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
65
歳
以
上

■
期
日　

5
月
11
日
・
18
日
、

6
月
1
日
・
15
日
・
29
日
、
7

月
13
日
（
各
火
曜
日
）

■
時
間
・
場
所
・
定
員

佐
原
教
室
…
10
時
〜
11
時
30
分

　

佐
原
中
央
公
民
館
3
階
大
会

議
室　

50
人

小
見
川
教
室
…
13
時
30
分
〜

15
時　

小
見
川
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー（
さ
く
ら
館
）和
室　

30
人

※
各
会
場
と
も
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り

■
参
加
費　

無
料

■
服
装
・
持
物　

体
を
動
か
せ

る
服
装
。
汗
を
拭
く
た
め
の
タ

オ
ル
や
水
分
補
給
の
た
め
の
飲

物
を
各
自
持
参

申
電
話
で
次
ま
で

佐
原
教
室
…

介
護
福
祉
課 

☎
（50）
1
2
0
8

小
見
川
教
室
…

小
市
民
課 
☎

（82）
1
1
1
5

■
対
象　

小
学
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者
で
初
心

　　

健
診
の
対
象
地
区
は
、　
　

⋮

佐
原
・
栗
源
区
、　
　
　

⋮
小
見

川
･
山
田
区
で
、（　

）
内
は
対

象
者
の
生
年
月
日
で
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

　
　

…
12
日
㈬　

13
時
〜
13
時
30

分（
平
成
21
年
12
〜
22
年
1
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

　
　
　

…
26
日
㈬　

13
時
〜
13
時

30
分
（
平
成
21
年
6
〜
7
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

　
　

…
19
日
㈬　

13
時
〜
13
時
30

分
（
平
成
20
年
10
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　

…
14
日
㈮　

13
時
〜
13
時
15

分
（
平
成
19
年
11
〜
12
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

　
　
　

…
11
日
㈫　

12
時
30
分
〜

12
時
45
分（
平
成
18
年
10
〜
11
月
生
）

　
　

…
18
日
㈫　

13
時
〜
13
時
15

分
（
平
成
18
年
11
月
生
）

集
団
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　

…
11
日
㈫　

13
時
30
分
〜
13

時
50
分

　
　
　

…
20
日
㈭　

12
時
30
分
〜

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　

…
13
日
㈭　

13
時
30
分
〜
13

時
50
分

　
　
　

…
25
日
㈫　

12
時
30
分
〜

12
時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
マ
マ
パ
パ
教
室
︵
要
申
込
︶

　
　

…
13
日
㈭
・
20
日
㈭　

13
時

〜
13
時
10
分

■
離
乳
食
教
室
︵
要
申
込
︶

　
　

…
21
日
㈮　

13
時
15
分
〜
13

時
30
分

■
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相
談
・
教

室
︵
要
申
込
︶

「
子
ど
も
と
の
関
わ
り
」「
こ
と

ば
・
聞
こ
え
」「
運
動
発
達
」
な
ど
、

乳
幼
児
期
の
発
達
上
の
心
配
ご
と

の
相
談
に
応
じ
ま
す

　
　

⋮
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

…
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間

　

乳
幼
児
の
健
康
診
査
や
予
防
接

種
、
成
人
の
が
ん
検
診
や
健
康
相

談
な
ど
の
日
程
を
掲
載
し
た
「
健

康
づ
く
り
だ
よ
り
」
を
行
政
協
力

員
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
お
住

ま
い
で
自
治
会
な
ど
に
加
入
し

て
い
な
い
人
に
は
、
健
康
づ
く
り

課
・
各
区
市
民
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎

（50）
1
2
3
5

子
ど
も
の
健
診

子
ど
も
の
予
防
接
種

各
種
教
室
・
相
談

開
催
場
所

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

佐
原

健
康
づ
く
り
だ
よ
り

佐
原

佐
原

者
か
ら
中
級
者

■
日
時　

5
月
9
日
㈰
・
23
日

㈰　

9
時
〜
12
時
、
8
時
45
分

受
付

■
場
所　

く
ろ
べ
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
内
容　

コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
テ
ニ
ス
レ
ッ
ス
ン

（
両
日
と
も
同
じ
内
容
）

■
参
加
費　

1
回
5
0
0
円

（
当
日
受
付
で
支
払
い
）

申
4
月
29
日
㈷
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部
事
務
局

 

☎
（55）
0
0
0
3

■
日
時　

5
月
13
日
〜
毎
週
木

曜
日
（
全
10
回
）　

19
時
30
分

〜
21
時

■
場
所　

山
田
中
央
運
動
広
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

3
0
0
0
円

申
4
月
25
日
㈰
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー 

☎
（78）
3
2
0
4

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

《佐原中央公民館》
■内容・日時
◇美術展（絵画・書道・文学・写真・
技芸・工芸・造景美術）₅月₅日㈷・
₇日㈮～₉日㈰　₉時～17時

（₅日㈷は13時～、₉日㈰は16時まで）
◇生け花展
　₅月₇日㈮～₉日㈰　₉時～17時
◇囲碁の集い
　₅月₈日㈯　₉時30分～17時
◇茶道の集い
　₅月₉日㈰　10時～15時

《佐原文化会館》
■内容・日時
芸能発表会
◇新舞踊会
　₅月₅日㈷　₉時30分～14時30分
◇古典舞踊会
　₅月₅日㈷　14時40分～18時40分
◇吟剣詩舞・民謡会　　
　₅月₇日㈮　₉時30分～17時
◇音楽会
　₅月₈日㈯　13時～16時30分
問香取市佐原文化協会総務委員会　
髙安　☎090（8581）0932

　

　会員の作品展示のほか、絵画・園芸・
技芸・表装・刻字の小作品のチャリティ
販売、一般参加の書道教室、技芸実技
教室、和菓子付き茶道のお席もありま
す。
■日時　₅月₂日㈰～₃日㈷　₉時～
17時（₃日㈷は16時まで）
■場所　小見川区事務所
問小生涯学習担当　☎（82）1193

市
民
テ
ニ
ス
講
座

初
心
者

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

テ
ニ
ス
教
室

佐原文協祭

小見川文化協会展

4
月

			     	　　　 1 	 2	3

	4	 5	 6	 7	 8	 9	 10

	11	 12	 13	 14	 15	 16	 17

	18	 19	 20	 21	 22	 23	 24

	25	 26	 27	 28	 29	3 0

親
子
と
成
人
の
保
健

5月



� 広報 2010年（平成22年）4月15日【暮らしの情報】

市民活動推進課　☎(54)1138　　小自治振興課　☎(82)1112

山自治振興課　　☎(78)2111　　栗自治振興課　☎(75)2111

市役所　　　　₅月12日㈬　 予約日　₄月28日㈬

山田区事務所　₅月25日㈫　 予約日　₅月18日㈫

●行政相談・人権相談

　₄月20日㈫　13時30分〜15時30分

　市民活動推進課　☎(54)1138

　₅月20日㈭　13時30分〜15時30分

　市民活動推進課　☎(54)1138　　小自治振興課　☎(82)1112

　山自治振興課　　☎(78)2111　　栗自治振興課　☎(75)2111

●消費生活相談　₉時〜16時

　商工観光課　4月16日㈮・19日㈪・21日㈬・23日㈮・26日㈪・

　30日㈮、5月7日㈮・10日㈪・12日㈬・14日㈮・17日㈪

　☎(50)1300

　小自治振興課　₄月28日㈬　☎(82)1112

●司法書士による法律相談　10時〜15時

　市役所　　　　₄月27日㈫、₅月18日㈫

　（予約者優先　市民活動推進課　☎(54)1138）

●交通事故相談（要予約）10時～15時

　環境安全課　₅月11日㈫　☎(50)1248

●心配ごと相談　10時～15時

　社会福祉協議会本所　₅月6日㈭　☎(54)4410

●�精神保健福祉相談(要予約)

　₄月28日㈬、5月20日㈭　13時30分〜

●�エイズ、クラミジア、梅毒、B型・C型肝炎検査(無料・要予約)

　₄月26日㈪、₅月10日㈪　13時〜14時受付

●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日

　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時　☎(52)9310

●女性のための健康相談(要予約)　

　₄月27日㈫　10時～正午　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象� 9時30分～14時　予約は市民活動推進課☎(54)1138
受付は予約日の8時30分から10人まで� ☎(50)1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１0時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉〈広告〉
火葬
埋葬

〈広告〉

在
学
者

■
日
時　

5
月
10
日
㈪
〜
6
月

28
日
㈪　

19
時
〜
21
時
（
毎
週

月
曜
日
全
8
回
）

■
場
所　

小
見
川
東
小
学
校
体
育
館

■
募
集
数　

30
人
程
度

■
参
加
費　

一
般
2
0
0
0

円
、
高
校
生
1
0
0
0
円
、
小

中
学
生
5
0
0
円
（
保
険
代
、

シ
ャ
ト
ル
代
な
ど
）

申
4
月
23
日
㈮
ま
で
に
小
見
川

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー 

☎
（83）
0
1
0
1

■
日
時　

4
月
22
日
㈭ 

15
時

30
分
〜

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

膝
の
痛
み
、
水
た
ま

り
と
の
付
き
合
い
方　

講
師:

県
立
佐
原
病
院
整
形
外
科
部
長

北
崎　

等
医
師

■
参
加
費　

無
料（
予
約
不
要
）

問
県
立
佐
原
病
院

 

☎
（54）
1
2
3
1

■
対
象　

耳
の
不
自
由
な
人
の

ほ
か
、
ど
な
た
で
も

■
日
時
・
場
所

◇
5
月
1
日
㈯　

13
時
30
分

〜
16
時　

佐
倉
市
中
央
公
民
館

（
佐
倉
市
鏑
木
町
1
9
8
‐
3
）

◇
5
月
14
日
㈮　

13
時
30
分
〜

16
時　

酒
々
井
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
酒
々
井
町
中
央
台
1
‐

28
‐
8
）

◇
5
月
16
日
㈰　

13
時
30
分
〜

16
時　

佐
原
中
央
公
民
館

■
参
加
費　

無
料
（
初
参
加
時

テ
キ
ス
ト
代
1
0
0
0
円
）

※
申
込
不
要
。
耳
代
わ
り
の
要

約
筆
記
者
が
話
し
手
の
言
葉
を

要
約
し
て
書
き
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
で
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
聞
こ
え
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事

務
所　

吉
田

☎

 

0
4
3
（
4
9
6
）
2
3
3
1

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

■
期
日　

5
月
27
日
㈭

■
場
所　

小
見
川
東
急
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ

■
競
技
方
法　

新
ぺ
リ
ア
方
式

（
18
Ｈ
）

■
募
集
数　

1
8
0
人（
先
着
）

■
参
加
費　

3
0
0
0
円

■
申
込　

4
月
21
日
㈬
か
ら

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
掲
揚
期
間　

4
月
21
日
㈬
〜

5
月
6
日
㈭
（
予
定
）

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

■
日
時　

5
月
3
日
㈷　

10
時

〜
15
時（
雨
天
時
4
日
㈷
順
延
）

■
場
所　

橘
ふ
れ
あ
い
公
園

■
内
容　

ボ
ー
ト
乗
船
体
験
・

佐
原
張
子
絵
付
け
体
験
・
ハ
ス

花
托
工
芸
体
験
（
有
料
）、
ふ

れ
あ
い
市
、都
市
交
流
フ
ェ
ア
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
（
三み

橋は
し

美み

智ち

清き
よ

ラ
ン
チ
シ
ョ
ー
・
右

近
左
近
（
双
子
夫
婦
）
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
・
佐
原
囃
子
と

手
踊
り
の
披
露
）
な
ど

問
商
工
観
光
課
☎

（50）
1
2
1
2

　

谷
津
田
を
わ
た
る
風
に
の
っ

て
、
橘
堰
上
空
を
鯉
の
ぼ
り
が

泳
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
水

辺
遊
歩
道
か
ら
、
あ
る
い
は
里

山
の
頂
上
か
ら
の
眺
望
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

5
月
3
日
㈷
に
は
メ
イ
ン
イ

  

薄
紫
や
淡
い
ピ
ン
ク
の
長
い

花
房
を
つ
け
華
や
か
に
咲
き
誇

る
藤
の
花
は
、
日
本
古
来
の
花

木
と
言
わ
れ
、
万
葉
集
に
も
歌

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
で

は
、
5
月
上
旬
か
ら
見
ご
ろ
を

迎
え
、
長
さ
1
0
0
ⅿ
の
藤
棚

は
目
を
見
張
る
大
き
さ
で
す
。

ま
た
人
気
の
サ
ッ
パ
舟
で
花
を

見
な
が
ら
園
内
巡
り
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時　

4
月
29
日
㈷
〜
5
月

9
日
㈰　

9
時
〜
16
時
30
分

■
入
園
料　

4
月
…
大
人
2 

0 

0 

円
、
小
中
学
生
1
0
0

円
、
5
月
…
大
人
5
0
0
円
、

小
中
学
生
2
5
0
円

特
別
企
画

さ
っ
ぱ
舟
の
操
作
体
験

　

竹
ざ
お
一
本
で
操
る
さ
っ
ぱ

舟
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

4
月
24
日
㈯
・
25
日

㈰　

10
時
〜
11
時（
雨
天
中
止
）

■
定
員　

各
日
10
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料
（
入
園
料
の

み
負
担
）

※
参
加
希
望
者
は
9
時
30
分
ま

で
に
入
園
し
て
く
だ
さ
い

問
水
郷
佐
原
水
生
植
物
園

  

☎
（56）
0
4
1
1

鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り　
大
空
に
棚
引
く
鯉
の
ぼ
り

観
藤
会　
初
夏
の
香
り
を
感
じ
て
…

28
日
㈬
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
市
民
体
育
館
、
小
見

川
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
、
栗
源
生
涯
学
習
担
当

へ
申
込
用
紙
と
参
加
費
を
持
参

（
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
）

問
香
取
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
内
） 

☎
（50）
1
2
2
1

　

身
近
に
あ
っ
て
も
知
ら
な
い

佐
原
の
良
さ
を
、
散
策
し
な
が

ら
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

5
月
、
7
〜
9
月
、

11
月
、
平
成
23
年
1
〜
3
月
の

第
3
水
曜
日　

10
時
〜
12
時

■
集
合
場
所　

佐
原
町
並
み
交

流
館

■
申
込　

5
月
7
日
㈮
ま
で
に

佐
原
町
並
み
交
流
館

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
野
川
と
佐
原
の
町

並
み
を
考
え
る
会

 

☎
（54）
7
7
6
6

■
対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
学

4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
日
時　

4
月
25
日
㈰
、
5
月

5
日
㈷　

12
時
45
分
〜
15
時

■
場
所　

県
立
水
郷
小
見
川
少

年
自
然
の
家
ミ
ニ
ハ
ー
バ
ー

■
内
容　

カ
ヌ
ー
の
基
礎

■
参
加
費　

無
料

■
申
込　

当
日
受
付
に
て

問
県
立
水
郷
小
見
川
少
年
自
然

の
家 

☎
（82）
1
3
4
3

散
策
し
な
が
ら

佐
原
を
楽
し
む
会

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

や
さ
し
い
カ
ヌ
ー

基
礎
編

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

の
た
め
の
手
話
学
習
会

催し
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人口と世帯

₄月₁日現在
人　口／85,069人（−209）
　　　男42,047人（− 86）
　　　女43,022人（−123）
世帯数／29,338戸（＋ 21）

広報かとりは再生紙を使用しています

今月の納期限

固定資産税� （₁期）

₄月30日㈮

【市民のひろば】

　栗源中学校の近くには、地域ボランティアの皆さんに
より桜が植樹され、昨年からお花見会が開催されている
憩いの場所があります。さて、この周辺は何と呼ばれて
いるでしょうか？

広報かとり₄月₁日号出題の解答です。皆さんわかりましたか？

　香取市の桜の名所として有名な「小見川城山公園」。桜の後も₅月中旬ま
で「つつじ」が楽しめます。毎年多くの観光客が訪れる城山公園には、桜と
つつじ合わせて何本あるでしょうか？

Vol.15

解答編

　公園内には約1000
本の桜と約4000本の

つつじが植えられています。高台にある「清
せ い ふ う そ う

風荘」の辺り
からは、広々とした小見川の街が一望でき雄大な利根川も
見ることができます。

パパ 一恵さん
ママ 茜さん

仮面ライダーが大好き☆
持ったら離しません !!

平
ひら

野
の

 天
つ ば さ

翔くん（桐谷）

パパ 憲人さん
ママ 幸智子さん

本
もとみや

宮 真
ま な み

奈美ちゃん（佐原ロ）

にぃに大好き。いつも真
似をして遊んでいます。

パパ 孝志さん
ママ 敏子さん

桜
さくらい

井 優
ゆ う き

希くん（森戸）

ねえねも大好き♡
電車も大好き !

パパ 赳男さん
ママ 矩実子さん

菅
すが

井
い

 倖
ゆ き な

奈ちゃん（小見川）

歌と踊りが大好き♡な女
の子です。

パパ 大作さん
ママ 亜希子さん

櫻
さくらい

井 芭
は な

奈ちゃん（佐原イ）

真似っことお喋りが大好
きな元気っ子。

1歳
9カ月

1歳
10カ月

千
葉
萌
陽
高
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

◀
安
定
し
た
プ
レ
ー

佐
原
白
楊
高
校

美
術
部

　私たち美術部は、普段放課後に活動
しています。活動内容は主に、高校芸
術祭や文化祭に向けての創作活動です。
　部員一人ひとり個性があり、作る度
に互いを影響し合い、楽しく活動して
います。
　今後も、人の心を動かせるような作
品が作れるように頑張ります。

一筆に想いを

▲目下制作中

気持ちをひとつに!
　本校バドミントン部は、昭和62年に
創部。当時はバドミントン経験者がい
ない中、皆初心者から地道に努力し、
創部から3年で県大会に出場（以後平
成19年まで連続出場）。
　県大会の会場に立ったときの感動
を、次の代の生徒たちに伝えるよう
日々努力しています。

　栗源中学校周辺は「桜ケ丘」と呼ばれ、中学校体育館下
の斜面には、₅年前にボランティアの皆さんが植えた136本
の大島桜が花を咲かせ、昨年からお花見会が行われている
人気スポットです。

1歳
9カ月

第30問

第29問

1歳
9カ月

1歳
9カ月

高校生
部活紹介

Vol.2

　はがき1枚に俳句2句・短歌2首のどちらかと、本名、
住所、電話番号を記入し、〒287-8501　広報かとり「俳
句」または「短歌」の係まで。毎月15日までの到着分
を審査し、翌月号に掲載。掲載される作品は、選者に
より評を踏まえて添削される場合があります。 ■作品募集

文芸文芸

く
の
字
型
に
伸
び
た
る
ク
レ
ー
ン
の
天
辺
の
赤
色
灯
が

夜
闇
に
と
も
る 

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
台
）

竹
林
の
葉
を
こ
と
ご
と
く
輝
か
せ
春
の
日
差
し
は
わ
が

里
に
満
つ 

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

わ
が
歌
集
枕
辺
に
置
き
て
寝い

ね
ん
か
な
装
画
の
鳥ち

ょ
う
か
い

海
山

目
に
浮
か
べ
つ
つ�

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

雪
の
あ
と
の
朝
の
眩
し
き
ひ
か
り
浴
び
妻
楽
し
げ
に
大

根
洗
う 

加
藤　

昭
（
田
部
）

限
り
あ
る
命
と
聞
き
て
病
室
の
前
に
た
め
ら
う
心
鎮
め

て 

髙
木　

マ
サ
（
岩
部
）

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

亡
き
母
の
こ
よ
な
く
愛め

で
た
る
沈
丁
花
と
き
至
り
ぬ
と

し
る
く
香
れ
る�

菅
井　

昌
子
（
牧
野
）

評
・
沈
丁
花
の
高
い
香
り
に
亡
き
母
を
懐
か
し
む
思
い
を
重
ね
な

が
ら
、春
の
到
来
を
確
認
し
た
よ
ろ
こ
び
を
明
る
く
表
出
し
た
。「
し

る
く
」は
著
し
く
の
意
。原
歌
で
は
下
の
句
が
や
や
弱
か
っ
た
の
で
、

少
し
改
め
て
み
た
。

槇ま
き

塀
の
深
き
眠
り
や
春
の
月

 

太
田　

正
彦
（
富
田
）

さ
へ
づ
り
を
蹠あ

う
ら

に
聞
く
や
電
気
工

 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

蔵
町
や
色
香
を
い
ま
に
享
保
雛

 
郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

あ
た
た
か
な
人
が
あ
つ
ま
り
暖
か
し

 
関　

ゆ
き
え
（
三
島
）

春
立
つ
や
自
我
に
見
え
ざ
る
も
の
多
き

 

斉
藤　

ミ
さ
ゑ
（
小
川
）

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ワ
イ
ン
を
注そ

そ

ぐ
ほ
ど
に
咲
き

 

諏
訪　

延
子
（
白
井
）

評
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
一
片
を
ゴ
ッ
ホ
の
耳
に
喩た
と

え
た
人
が
あ
っ

た
。
上
掲
の
句
は
、
ワ
イ
ン
を
注
ぐ
に
ふ
さ
わ
し
い
器
の
よ
う
に

咲
い
た
と
い
う
。
俳
句
本
来
の
意
外
性
や
諧か
い

謔ぎ
ゃ
く

性
を
取
り
入
れ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
句
で
感
銘
深
い
作
で
あ
る
。

正解は   桜ケ丘B

正解は  約5000本A

　

全
国
で
も
3
件
目
と
な
る
歴

史
資
料
で
の
国
宝
指
定
。
確
か

に
日
本
で
初
め
て
測
量
さ
れ
た

正
確
な
日
本
地
図
を
作
っ
た
上

で
は
歴
史
的
な
資
料
で
す
が
、

実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
る
伊
能

図
を
見
る
と
、
そ
の
美
術
的
な

美
し
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

最
初
は
線
だ
け
だ
っ
た
も
の
に
、

山
や
海
を
描
き
、
絵
画
の
よ
う

な
地
図
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。

表
紙
写
真
1
に
も
美
し
い
富
士

山
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
写
真

2
の
花
の
よ
う
な
印
は
、
コ
ン

パ
ス
ロ
ー
ズ
と
よ
ば
れ
る
も
の

で
、
何
枚
も
の
地
図
を
正
確
に

張
り
合
わ
せ
る
た
め
方
位
を
示

し
た
印
で
す
。
写
真
4
は
幕
府

か
ら
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
測
量

を
命
じ
ら
れ
た
時
の
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
記
念

館
へ
足
を
運
び
、
本
物
の
伊
能

図
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
Ｙ
）


